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研究成果の概要： 
脳卒中患者の通常訓練に蛋白同化ホルモン(AS)投与および治療的電気刺激(TES)を施行し，麻痺

側下肢筋断面積の変化を検討した。AS 群には，エナント酸メテロノン 100mg を週 1回計 6週筋

肉注射した。TES 群には，両側大腿四頭筋に TES(20Hz，耐えうる最大刺激で 10 分間，週 5回)

を行った。AS+TES 群は，AS 投与と TES を併用した。全例大腿長中点における筋断面積を CT に

て 2週毎に計測し，各群における変化を検討した。今回有意差はなかったが，AS+TES 群では最

も筋断面積増加率が大きい傾向があり，より筋力増強が得られる可能性が示唆された。 
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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：人間医工学・リハビリテーション科学・福祉工学 
キーワード：リハビリテーション医学 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 脳卒中リハビリテーションにおいて、
研究促進が求められているものとして、非
麻痺側および麻痺側肢の廃用性筋萎縮の防
止と効果的な筋力増強法の確立がある。蛋
白同化ホルモン(以下 AS)は、医療の現場で
は、再生不良性貧血や全身性熱傷などの消
耗性疾患の治療に用いられている。近年、
この ASを筋力改善に用いる試みが行われ、
特に廃用性筋萎縮に対して効果があったと
の報告がある。しかし、ASの効果を十分に
得るためには、筋力増強訓練を併用するこ

とが推奨されている。 
 
(2) 脳卒中患者において、麻痺重度であるよ
うな低活動の患者では、十分な筋力増強訓練
を行うことができないため、AS の効果を得に
くい。そのため、治療的電気刺激(以下 TES)
などを併用することにより、効果的な筋力増
強方法を検討することが必要である。 
 
２．研究の目的 
(1) AS 投与と筋力増強訓練の併用で筋力が増
加したという報告があるが，低活動の患者で



は筋力増強訓練が行いにくい。今回我々は，
脳卒中患者の通常訓練に AS 投与および TES
を併用し，筋力増強効果を検討した。 
 
(2) さらに症例数を増やし、脳卒中患者の通
常訓練に AS 投与および TES を施行し，TES の
み施行した群とも比較しながら、麻痺側下肢
筋断面積の変化を検討した。 
 
３．研究の方法 
(1) 当院回復期リハビリテーション病棟に
入院した、脳卒中片麻痺患者のうち、重度感
覚障害、失語症、肝機能障害、糖尿病を有す
るものを除外し、同意を得られた患者を対象
とした。全例 FIT(Full-time Integrated 
Treatment)プログラムに加え，エナント酸メ
テロノン100mgを週1回計6週筋肉注射した。
さらに，AS+TES 群には，両側大腿四頭筋に
TES(20Hz，耐えうる最大刺激で 10 分間，週 5
回)を行った。バイオデックスで非麻痺側膝
の伸展筋力(角速度 60°/秒，体重あたり
の％)を毎週測定し，両群の筋力増強効果を
検討した。 
 
(2) 対象患者を AS+TES 群、AS 群、TES 群、
対照群(CT 群)の 4 群に分類した。全例
FIT(Full-time Integrated Treatment)プロ
グラムを行った。AS 群には，エナント酸メテ
ロノン 100mg を週 1 回計 6 週筋肉注射した。
TES 群には，両側大腿四頭筋に TES(20Hz，耐
えうる最大刺激で 10分間，週 5回)を行った。
AS+TES 群は，AS 投与と TES を併用した。全
例大腿長中点における筋断面積を CT にて 2
週毎に計測し，各群における変化を検討した。 
 
４．研究成果 
(1) 週毎の筋力の平均増加率は，AS+TES 群で
は， 0.25，0.47，0.50，0.75 であった。ま
た，AS 群は， 0.05，0.14，0.21，0.23 であ
った。 
 
(2) 2 週毎の麻痺側下肢筋断面積の平均増加
率は，AS+TES 群で，0.049，0.098，0.105，
AS 群で，0.030，0.045，0.080，TES 群で，
0.023，0.062，0.062，CT 群で，-0.002，0.017，
0.006 であった。群間で有意差はなかった。 
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